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世界に轟かせた「陸上光華」さらなる飛躍を目指し 

陸上競技部の総監督として渡邉為彦氏が就任しました 
 
 
京都光華女子大学/京都光華女子大学短期大学部（学長：高見 茂）に2024年4月1日付で渡邉為彦氏が陸上競

技部監督として就任いたしました。また、大学の陸上競技部だけでなく、京都光華中学・高等学校の陸上競技
部、光華女子学園が運営する一般向け「K+Running Club」の総監督としても同日付で就任いたしました。 

■渡邉為彦氏はこれまで多くのインターハイ選手を日本一に導く 

渡邉氏は昭和63年に京都市立中学校の教員として採用され、平成9年か
ら京都市立西京中学・高等学校に赴任し、陸上競技部顧問として27年間
に渡り数多くの選手を育成し、チームを日本一に、またアジア大会・世界
大会で活躍する選手も輩出してきました。 

 
（プロフィール） 
氏  名：渡邉 為彦（わたなべ ためひこ） 
生年月日：1965年3月1日（59歳） 
出 身 校：京都教育大学 
略  歴：京都市立樫原中学校 
     京都市立洛南中学校 
     京都市立西京高等学校（旧：西京商業高等学校） 
 
（主な指導実績） 
・世界大会・アジア大会、東アジア大会出場 
・全国大会出場選手（全国IH、国体等）224名 
・全国大会優勝選手（全国IH、国体等）18名 
・全国大会入賞選手（全国IH、国体等）79名 
 
■これまでオリンピック選手や世界で活躍する選手を輩出してきた伝統ある「陸上光華」 

1940年の学園創立とともに発足した陸上競技部は、名指導者である小池良一氏の指導を得て、1954年には、
陸上競技アジア大会（マニラ）で光華女子学園の選手が大活躍。金銀銅あわせて7つのメダルをとり、「陸上光
華」の名を世界にとどろかせました。その後もオリンピック選手を輩出するなど、「陸上といえば光華」という
栄光の時代を築きました。 
 
■選手の目指す先には、世界で活躍していた先輩の姿が 
 近年においても中学～大学までの選手たちは、伝統ある「陸上光華」の一員として世界で活躍していた先輩た
ちに少しでも近づけるように日々奮闘しています。大学は全日本大学女子駅伝対校選手権大会に6回出場、2023
年度には中学校が全日本中学校 陸上競技選手権大会で4×100ｍリレーで日本一に輝くなど着実に1歩ずつ成果
を挙げております。 
 
■光華の陸上競技部のさらなる飛躍を ～徹底した人間教育指導で確実な結果を目指す～ 
 クラブ活動はあくまでも「学校教育の一環」であり、競技中心の生活にならないよう人間力の育成を重視した
指導が渡邉氏の指導方法。クラブ活動を通してスポーツの楽しさや喜びを味わうこと、自主性や協調性、人間関
係の構築など、クラブ活動の経験が競技終了後の長い社会生活で生かされるような、徹底した人間教育を行うこ
とで、競技力の向上を図り、確実に結果を残すことを目指します。 
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≪取材に関するお問い合わせ≫ 

京都光華女子大学／短期大学部 入学・広報センター 担当：渡辺 

[TEL] 075-312-1899  [FAX] 075-312-5594 [E-mail] hkk@mail.koka.ac.jp [URL] https://www.koka.ac.jp/ 
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NEWS RELEASE  

Well-Being を実現する健康・未来創造キャンパスへ 
京都光華では、これまで 80余年にわたって仏教精神に基づく女子教育に取り組んできました。 

その根幹にあるのは校訓「真実心」。世界が目指す「持続可能な社会」に通じる重要な考え方です。 

私たちは、この理念によって立ち、すべての人が健やかに暮らせる“Well-Being”な未来の実現を目指し、 

学生一人ひとりに、そして地域に寄り添い、社会の要請に応えてまいります。 

当日の様子 
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